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寒さも厳しくなり、乾燥した日が続きます。インフルエンザが流行しているようですので、風邪予

防をしっかりして、体調管理に気を付けてください。  

今年は 2 月 14 日(金)～2 月 28 日(金)に蔵書点検を行います。この期間中、図書館は閉館となり

ます。返却したい資料がある場合は「返却ＢＯＸ」をご利用ください。蔵書点検は全ての資料の状態

や並べている場所を確認・整理し、より良い利用環境を提供するために欠かせない作業です。ご不便

をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願い致します。  

卒業予定生以外の在学生には春季長期貸出を行っています。実習に行く予定の学生は、8 冊まで借

りることができますので、職員までお声掛けください。必要な資料を前もって早めに借りるよう、ご

協力お願い致します。貸出期間が長くなりますので、図書館で借りた資料を忘れたり、無くしたりし

ないように自己管理を徹底してください。  

１月下旬から３月にかけて開館時間が通常と異なりますので開館カレンダーを別途でご用意しま

す。よくご確認のうえ、ご来館ください。急遽変更があった場合は、掲示してお知らせ致します。  

図書館 HP でも確認可能です。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・春休みの長期貸出・・・・・・・・・・・・・・ 

開始日 １月１４日(火)  返却日 ４月８日(水) 

※卒業予定生は、１月２７日(月)までの貸出となります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今月の特集・・・『ねずみの絵本』 
子年にちなんで、ねずみが登場する絵本を集めました。 

● 「リンドバーグ 空飛ぶネズミの大冒険」トーベン・クールマン 作 金原 瑞人 訳／ブロンズ新社【E-ｸ】 

   ･･･知りたがりやの小ねずみが、猫やフクロウ、時にヒトに追われながら、消えた仲間を探しに空を飛ぶ！ 

● 「だあれもねずみにきづかない」イーニド・リッチモント 文 ティアゴ・アメリコ 絵／ワールドライブラリー【E-ｱ】 

   ･･･すてきな結婚式の準備中でも、式が始まっても、ねずみが結婚しても。だあれもねずみにきづかない。 

● 「ねむいねむいねずみ」佐々木 マキ 作／ＰＨＰ研究所【E-ｻ】 

   ･･･ねむいねむいねずみがたどりついたのは、誰もいない古い家。ねずみはベッドを借りてぐっすり眠ることに。 

● 「ねずみくんのチョッキ」なかえ よしを 作 上野 紀子 絵／ポプラ社【E-ｳ】 

   ･･･おかあさんにチョッキを編んでもらったねずみくん。「いいチョッキだね」ともだちに貸してみたら… 

● 「としょかんねずみ」ダニエル・カーク さく わたなべ てつた やく／瑞雲舎【E-ｶ-1】 

   ･･･図書館に住むねずみのサム。だくさん本を読んだサムは、自分で絵本を書いてみることにしました。 

● 「ねずみさんのおかいもの」多田 ヒロシ 作／こぐま社【E-ﾀ】 

   ･･･おかあさんにたのまれておつかいに行くねずみの兄弟。買ったもので何が始まるのか！？ 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

●●編集後記●● 

            2019年も瞬く間に終わり、新年になりました。まだまだ乾燥し、寒い日々が続きますので、体調管 

           理や防寒対策をしっかりしましょう。 

            春休みの長期貸し出しが始まりました。返却を忘れないよう、気を付けてください。 

            卒業予定の学生のみなさんは、必ず本を返却してから卒業してください。卒業後は本を借りることは 

           できませんが、館内での閲覧や資料の複写は可能です。図書館のＨＰで開館時間をご確認のうえ、 

           ご来館ください。 

 

次号の『図書館だより』は2020年4月に発行予定です。 担当 加羽澤  

貸出ランキング～11月・12月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

4回 ぐりとぐら 中川 李枝子 文 福音館書店 

4回 遊べる！歌える！楽しいペープサート 阿部 直美 監修 成美堂出版 

3回 ぶたのたね 佐々木 マキ 作・絵 絵本館 

3回 実習の記録と指導案 山本 淳子 編著 ひかりのくに 

3回 おばけのモックン あくざわ めぐみ 作 教育画劇 

2回 いただきまーす！ 二宮 由紀子 文 解放出版社 

「神の値段」一色 さゆり 著 宝島社 913.6-イ 

 

本作は、ミステリー小説内で美術品を扱ったいわゆる『美術ミステリー』です。絵画やアートに関する知識

がなくても読める作品です。 

世界的に著名でありながら、メディアに一切露出せず作品を作り続ける画家・川田無名。彼は生きているの

かすら疑われるほど人前に姿を現さず、謎に包まれています。その正体を唯一知るのがギャラリー経営者・唯

子。無名は彼女経由でのみ作品を発表し続けています。ある日、とある無名の作品がギャラリーに運び込まれ

ます。制作年は1959年。オークションに出品されれば数十億は下らない幻の作品。ギャラリーのアシスタ

ントである主人公・佐和子が作品に驚愕しているのも束の間、唯子が何者かに殺されてしまいます。容疑者は

なんと渦中の画家・無名… 

佐和子は、なぜ唯子が殺されたのか、なぜ今になって60年前の作品が持ち込まれたのか。真相に近づくた

め、佐和子は唯子の夫や刑事とともに無名の居場所を探り、動き始めます。 

アートに関するお金の流れや、ギャラリーという場所がある目的など、本作で著者・一色さゆりさんの経験

に基づくリアルな美術の世界を垣間見ることができます。 

 

推薦者 加羽澤 


